
授業科目名称　　： 旅行業論

授業科目英文名称： Travel Industry

15605授業コード：

添付ファイル

開講期間 配当年 単位数 科目必選区分

担当教員

後期 2 2 選択

森尾　真之（実務経験のある教員）

講義展開方法

CB216ナンバリング

ホスピタリティを
構成する能力

学生の授業における到達目標 評価手段・方法 評価比率

専門力 旅行業の全体を理解し、これまでのビジネスモデルや現状の課題やトピックス
について批評することができる。また旅行業における商品、市場等の基礎知識
や専門用語について説明できる。

講義内試験◎ 50％

情報収集、分析力 旅行業における業務の特性を理解できる。 課題レポート〇 30％

コミュニケーショ
ン力

協働・課題解決力 これからの旅行業における社会課題の解決に、どのような視点が必要かを考え
ることができる。

課題レポート〇
授業の取組△

10％
10％

多様性理解力

出席 受験要件

合計 100%

授業のねらい 本講義では、これまでの旅行業の歩みや旅行業に関わる業務やその役割、関連法令、マーケットや旅行業界を
取り巻く業界の動きなどを多面的に学び、あらゆる業種との親和性があるとされる旅行業について総合的に理
解することを目標とする。特に大きく変わっていく業界の現状と、今後の旅行業界に求められる役割や、業界
として求められる人材の能力やスキルについて理解し、自身のキャリアデザインの可能性について考えてほし
い。

アクティブラーニ
ングの類型

① 予習を課し、それをもとにした授業
⑩ 学期途中で課題をだし、レポートを纏めることによって能動的な学修を喚起する授業

評価基準及び評価
手段・方法の補足
説明

講義内試験（50％）、課題・レポート（40％）、授業態度や課題提出状況の評価（10％）により総合的に評価
する。課題レポートについては複数回実施し、内容については授業内で提示する。フィードバックはポート
フォリオや講義中に適宜行う。講義内試験については旅行業の歩みや仕組み、ビジネスモデルの理解に加え、
今後の旅行業界に関する展望についての記述など広範囲な出題対象となる

授業概要 担当教員の旅行業での企画販売や法人営業の多様な実務経験と現役の実務家である外部講師の特別講義により
多角的に学ぶ。
前半は本講義用のテキストやスライドや映像を中心に歴史や業界の現状について学び、後半は今後の旅行業務
の中心となる法人営業（教育旅行、文化・スポーツ、ソリューション営業）や地域観光交流事業における新し
いツーリズムに対する市場や受け入れについての全体像を重点的に学ぶ。この授業の標準的な1コマあたりの授
業外学修時間は、180分とする。

教科書・参考書・
指定図書

教科書：特になし。本講義用のテキストを講義内で配布する。
参考書：『旅行業概論―旅行業のゆくえ』（同友館）

授業外における学
修及び学生に期待
すること

これまで旅行業界は国際情勢の変化や感染症の流行などで大きな打撃を被り、個人旅行の世界ではOTA（オンラ
イン旅行会社）の存在が大きい。しかし、その都度人々に笑顔と感動をもたらしてきたこれまでの旅行業の平
和産業として果たしてきた役割は大きい。受講生においては、旅に関わる仕事のすばらしさを理解し、自由な
発想で旅行業の門戸を叩く人材に期待する。

授業計画 回 テーマ 授業の内容 予習・復習

オリエンテーション1 ●講義内で学ぶ内容を理解する。①これま
での日本における旅行業の存在基盤とビジ
ネスモデル②今後の経営軸となる法人営業
③大きく環境が変化する旅行業の方向性
●担当教員の旅行業の経緯

復：講義における旅行業に
関する学びを整理する。

旅行業の成り立ちとしくみ①2 「なぜ日本の旅行業の規模は大きい」～独
自の発展経緯世界と日本における近代旅行
業の成り立ちの歴史を学ぶ。（日本におけ
る交通網と旅行業の発展、旅行市場の変
化）

復：講義資料を読んで、日
本の旅行業が大きくなった
経緯を整理する

旅行業の成り立ちとしくみ②3 「なぜ旅行業は必要」旅行ビジネスの成り
立ちを学ぶ。
・旅行業の現状について（役割の機能の変
化）

復：対面の旅行業の存在は
必要かどうかをOTAとの比
較の中で考える。



旅行業の成り立ちとしくみ③4 「旅行業にはどんな仕事があるのか」
サービス業の特性から旅行会社ではどのよ
うなバリューチェーンが構築されているか
を理解する。

復：旅行業における主な用
語や職種を理解する。

旅行業の成り立ちとしくみ④5 「楽しく思い出に残る旅行にするために
は」
旅程管理と品質面の保証を添乗員の仕事か
ら考える。

旅行業の成り立ちとしくみ⑤6 「旅行の価格はどのように決定されている
のか」
旅行商品の現状と意義。パッケージツアー
の成り立ち、企画旅行と手配旅行の違い。
旅行商品の利益構造（原価計算、格安ツ
アーのからくり。）について学ぶ。

復：旅行代金の計算方法に
ついて復習する。

旅行業の成り立ちとしくみ⑥7 「安心して旅行をするための決まりとは」
旅行業法や約款の意味と、各社の法務対応
（クレーム処理））について

復：６大義務、三大責任に
ついて整理する。

これからの旅行商品①テーマ型
商品

8 「旅行商品の企画に大切なことは何か」
消費者のニーズを考え、どのように感動を
プロデュースするのか。
目的型旅行の「旅行による人生のアップ
デート」を、旅行商品の特性からそのポイ
ントを考える。

復：テーマ型ツアーの観光
商品を考える（課題）

これからの旅行商品②AT・着地
型

9 「地域における観光商品の開発に必要なこ
とは」
着地における滞在型観光を実現するアドベ
ンチャーツーリズム（AT）について学び、
着地型旅行商品の概要とディスティネー
ションにおける観光メニュー、地域交流ビ
ジネスとしてのイベントや商品開発につい
て学ぶ（外部講師）

予：課題を完成させる
復：アドベンチャーツーリ
ズムを構成する要素につい
て理解する。

法人営業①
（ソリューションビジネス）

10 「旅行業の未来を支える仕事」企業・社会
活動に貢献する法人営業のスタンスとは。
MICEなど旅行業の未来を支える仕事である
法人営業の業務概要を学ぶ。社会や地域の
課題に取り組むためのソリューション営業
とは何か。（外部講師）

復：法人営業の事業の概要
を理解する。

法人営業①
（企業とのコラボレーション～
B2B2C）

11 「付加価値をコーディネートする」異なる
事業ドメインの企業や団体とのコラボレー
ションによる新たな価値づくりををおこな
う旅行商品の企画やビジネスモデル、プロ
デューサーとしてのその役割と向き合い方
について学ぶ（外部講師）

復：高付加価値な旅行企画
のために必要な要素は何か
を考える。

法人営業②
（スポーツビジネス）

12 「夢と感動を旅行商品で実現する」旅行会
社が取り扱うスポーツビジネスにおいて、
「見る」「する」「支える」の３つの視点
からその成り立ちや今後の市場、スポーツ
の経験がどのように旅行の仕事に生かせる
のかを学ぶ（外部講師）

復：スポーツビジネスの可
能性を最大化する旅行の役
割を考える。

法人営業④
（教育旅行・その他）

13 「社会へのまなざしを育む旅行とは」
さまざまな企業団体との契約事例から旅行
会社に求められる役割を考える。特に市場
規模の大きな教育旅行においては、学びの
形の変化に伴い、行事としての修学旅行か
ら教育的な意義のある探究的な授業との連
続した学びが求められている。

復：学校教育における旅行
業務が果たせる可能性につ
いて考える。

旅行業の働き方14 「これからの旅行業の役割とその担い手と
は」
平和産業である旅行業は、不安定な世の中
における存在意義とは何か。これからの旅
行業界において、どんな人材が求められる
のか。旅行業界のこれからの可能性と求め
られる考え方・スキルを考える。

復：自分が考える旅行業に
おける強みとは何か。

講義内試験15 講義の資料から、記述を中心とする問題が
出題される。

予：あらかじめ講義での資
料を読み返す。


